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Ethnic differences in the expression of blood
group antigens : in the salivary gland
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論　文　内　容　の　要　旨
〔目　的〕
我々は今までの研究で、非分泌塑A型及びAB型個体におけるA型特異的レ＿クチン．の反応性
に人種差があることを兄いだした。そこで、人種差を引き起こすメカニズムを追求すること
を目的とし、日本人及びドイツ人の非分泌塑個体の唾液腺組織を免疫組織化学的手法を用い
比較検討した。
〔材料と方法〕
ミュンスター大学法医学研究室法医解剖例、滋賀医科大学法医解剖例、大阪府監察医事務
所監察医解剖例から採取した、ドイツ人及び日本人の正常ヒト顎下腺、舌下腺及び舌組織を
用いた。各試料はホルマリン固定後パラフィン包埋し、4〃皿に薄切りし、市販の各種モノクロ
ーナル抗体及びレクチンを用いて、免疫組織化学的染色を行い観察した。また、酵素処理は
ベーリンガーマンハイム社の　α一L－フコシダーゼを用い、20時間のインキュベーションを行っ
た後、同様の手技にて免疫組織化学的染色を行った。
各個体のABO及びルイス式血液型は、赤血球凝集試験にて判定した。
〔結　果〕
日本人の非分泌型A型及びAB型個体では、顎下腹、舌下腺、舌腺の粘液腺組織及びエブナ
ー腺の渠液腺組織において、・A型特異レクチンのうち、蝿牛レクチン（HPA及びHAA）に反
応がみられた。また、モノクローナル抗A抗体にも同様の反応がみられた。これに対し、ドイ
ツ人の非分泌型A型及びAB型個体では、すべてのA型特異的レクチン及びモノクローナル抗
A抗体に対して反応はみられないか、もしくは非常に弱いものであった。また、同じドイツ
人の非分泌個体であっても、A2個体がAl個体に：比べより弱い反応を示した。
日本人のB型及びAB型個体では、唾液腺組織の外分泌細胞において、Knicker－bocker社およ
びCromatest社のものに反応を示したのに対し、ドイツ人のB型及びA薗型個体では、5種類使
用したモノクローナル抗B抗体すべてが反応を示さなかった。
日本人の非分泌塑0型個体では、赤血球や血管内皮細胞がモノクローナル抗H抗体に反応す
るのに対し、唾液腺の粘液細胞は反応を示さなかった。しかしながら、UEA－Iでは赤血球や
血管内皮細胞同様、粘液線細胞も反応を示した。これに対し、下イツ人の非分泌型0型個体で
は、モノクローナル抗H抗体及びUEA－I共に、赤血球や血管内皮細胞には反応を示したが、
粘液細胞には反応を示さなかった。また、日本人の非分泌型0型個体では、唾液線組織の外分
泌細胞において、多量のLea抗原に加え、少量のbb抗原も発現していたのに対し、ドイツ人
の非分泌型0型個体では、Lea抗原のみが発現されていた。舌下腺の粘液細胞において、ドイ
ツ人の非分泌型0型個体では、抗type－l precursor抗体に対する反応がみられたが、日本人の
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非分泌型0塑個体ではみられなかった。しかし、日本人の非分泌型0型個体の舌下腺を　α－L一
フコシダーゼ処理すると、抗type－1precursor抗体に対する反応が出現した。
〔考　察〕
H type2特異的とされるモノクローナル抗H抗体（DAKO社）では、日本人及びドイツ人分
泌型0塑個体共に、唾液腺の粘液細胞に反応がみられるが、非分泌型0型個体では反応はみら
れない。また、El本人非分泌型0型個体では、抗Leb抗体、UEA－Iで反応はみられるが、抗
type－l precursor抗体では反応がみられず、ドイツ人非分泌塑0型個体では、逆に抗Leb抗体、
UEA－Iで反応がみられず、抗type－l precursor抗体で反応がみられること、日本人の舌下腺組
織をa－L－フコシダーゼ処理すると、抗type－1precursor抗体に対する反応が出現することから、
日本人非分泌型0塑個体では唾液腺の粘液細胞にHtype－1が出現していると推測され、UEA－I
はこれを検出していると考えられる。同様の機序のもとに、日本人の非分泌塑A型及びAB型
個体でみられた、HPA、HAAレクチン及びモノクローナル抗A抗体の反応はtype－1のA抗原を
認識していると考えられる。
これまでの報告では、type－1precursor物質の末端ガラクトース残基にフコースを添加する
フルコシルトランスフェラーゼは、SeCretOr geneにコードされており、非分泌型の個体では
type－1のABH抗原は発現しないと考えられていた。しかしながら、今回の研究で、日本人の
非分泌型の個体においてもtype－1のABH抗原は発見しており、このことから、日本人の非分
泌型の個体では、ドイツ人非分泌塑個体にはみられない、フコシルトランスフェラーゼの存
在が示唆される。
論文審査の結果の要旨
ABO関連血液型抗原は糖蛋白質や糖脂質として存在し、その抗原性が発現するのは末端の
糖鎖構造であることが知られている。また、この抗原は生体内では血球だけでなく広く組織
中にも分布し、分泌型の個体では、唾液、精液等の分泌液中にも発現することが知られてい
る。著者は、非分泌型個体の唾液腺細胞におけるABO関連血液型抗原の発現に人種差がある
ことを見出し、その人種差を生じるメカニズムが、発現する糖転移酵素の違いによって生じ
ているとの仮説をたて、免疫組織化学的手法を用い検討している。
得られた結果は次の通りである。
日本人及びドイツ人非分泌塑個体の顎下腹、舌下腺、舌腺の各粘液細胞及びエブナー腺の
薬液腺細胞において、各レクチン及びモノクローナル抗体の反応性に下記のような人種差を
見出している。
1）A及びAB型個体：A型特異的鍋牛レクチン（HPA、HAA）、及び市販のモノクローナル
抗A抗体の反応に違いがみられた。すなわち、日本人非分泌塑A型及びAB型個体にこれらレ
クチン及びモノクローナル抗A抗体は反応性を示したが、ドイツ人非分泌型A型及びAB型個
体に反応性を示さないか、もしくは非常に弱く反応した。
2）B及びAB型個体：Knicker－bocker社およびCromatest社のモノクローナル抗B抗体の反応
性に違いを認めた。すなわち、日本人非分泌型B及びAB型個体にこのモノクローナル抗B抗体
は反応性を示したが、ドイツ人非分泌型B及びAB型個体に反応性を示さなかった。
3）0型個体：UEA－1及びtype－lprecuror抗体の反応性に違いを認めた。すなわち日本人非
分泌型0塑個体ではUEA－1に対する反応性を示し、tyPe－lprecuror抗体では反応性を認めなか
ったが、ドイツ人非分泌型0型個体ではUEA－1に対する反応性を認めず、tyPe－lprecuror抗体
には反応性を示した。また、日本人非分泌型0型個体の舌下腺組織をフコシダーゼ処理すると
粘液腺細胞にtype－lprecuror抗体に対する反応性が現れた。
4）血管内皮細胞と腺管細胞に対する反応性は、日本人、ドイツ人共に差異を認めず、また、
type－2抗原を認識する抗LeX抗体及び抗Ley抗体では、日本人とドイツ人の間に反応性の差は
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みられなかった。
以上の結果から、著者は日本人非分泌型個体ではsecretor statusに支配されないtype－1
chain－bascと推測される血液型抗原の発現を認め、日本人においてSc geneの支配に依存しな
い1－2fucosylationの存在を示唆している。
本論文は、血液型抗原発現に関する遺伝子の人種間の相違を見出したもので、博士（医学）
の学位論文として価値あるものと認められる。
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